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７
月
17
日
開
催
の
第
１
３
７
回
理
事
会
に
お
い
て
理
事

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
一
日
も

早
い
収
束
を
心
か
ら
願
う
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急
激
な

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
医
療
の
高
度
化
・
高
額

薬
剤
の
保
険
適
用
に
よ
る
医
療
費（
保
険
給
付
費
）の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
か
ら
は
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
、
高
齢

者
へ
の
拠
出
金
が
急
増
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
代
間
の
給
付
と
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
顕
著
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
医
療
制
度
を
支
え
る
現
役
世
代
の
負
担

増
加
は
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。今
後
、現
役
世
代
を
守
り
、

皆
保
険
制
度
を
将
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、「
高
齢
者
医
療

費
の
負
担
構
造
改
革
」を
中
心
と
し
た
医
療
制
度
改
革
が
必

要
で
す
。ま
た
、現
役
世
代
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

公
平
な
負
担
に
よ
る「
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
」の
実

現
に
向
け
、
国
に
対
し
強
く
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
健
康
保
険
組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
農
協
健
康
保
険

組
合
に
は
被
保
険
者
及
び
ご
家
族
の
健
康
を
守
る
と
い
う

使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
保
険
者
と
ご
家
族
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
、「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」に
基

づ
き
、
健
診
結
果
や
疾
病
統
計
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
健
康

課
題
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
に
お
い
て
は
、

事
業
活
動
の
充
実
と
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
連
携
・
協
働

し
て「
コ
ラ
ボ
・
ヘ
ル
ス
」と「
健
康
経
営
」に
取
り
組
み
、

み
な
さ
ま
が
心
身
と
も
に
健
康
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
諸
事
業
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

前
任
者
同
様
、
ご
協
力
、
ご
助
言
の
ほ
ど
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

組
合
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、新
し
い
組
合
会
議
員
と
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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岡
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一
般
勘
定

令
和
元
年
度
は
、
健
康
保
険
料
収
入
が
、
被
保
険

者
数
及
び
継
続
再
雇
用
等
の
雇
用
形
態
の
変
化
に
よ

り
減
収
、
支
出
に
お
い
て
は
医
療
費
等
の
保
険
給
付

費
並
び
高
齢
者
拠
出
金
の
増
額
に
よ
り
、
７
千
３
百

万
円
の
経
常
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
茨
城
県
農
協
健
保
組
合
の
被
保
険
者
数
は
、
令
和

元
年
度
末
は
前
年
度
比
74
人
減
の
１
万
１
千
４
５
５

人
で
し
た
。

　
保
険
料
収
入
は
、
前
年
度
比
１
千
７
百
万
円
減
の

52
億
４
千
９
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
額
な
医
療
費
の
発
生
等
に
伴
い
、
健
康
保
険
組

合
連
合
会
か
ら
交
付
さ
れ
た
財
政
調
整
事
業
交
付
金

は
、
前
年
度
比
８
千
万
円
増
の
１
億
４
千
４
百
万
円

で
し
た
。

一
方
、
支
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年
度
比
１

億
５
千
２
百
万
円
増
の
28
億
３
千
７
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

高
齢
者
医
療
制
度
を
維
持
す
る
た
め
の
納
付
金
等

は
、
前
年
度
比
１
億
９
千
万
円
増
の
22
億
５
百
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
納
付
金
等
の
保
険
料
収
入
に
対
す

る
割
合
は
42
％
で
す
。

　
今
後
、
高
齢
者
医
療
費
や
医
療
の
高
度
化
・
高
額

薬
剤
の
保
険
適
用
に
よ
る
保
険
給
付
は
増
加
、
さ
ら

に
２
０
２
２
年
か
ら
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
へ

移
行
し
始
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
納
付
金

の
増
加
も
予
想
さ
れ
て
お
り
、
健
康
保
険
組
合
の
財

政
状
況
は
、
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

保
健
事
業
費
は
、
前
年
度
比
66
万
円
減
の
１
億
８

千
３
百
万
円
で
、保
険
料
収
入
に
対
す
る
割
合
は
３
・

５
％
で
し
た
。

疾
病
予
防
事
業
と
し
て
、
事
業
所
の
定
期
健
診
を

兼
ね
た
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
全
被
保
険
者
対
象

に
実
施
し
た
結
果
、
61
事
業
所
９
，３
３
８
名
が
受

診
し
、
受
診
率
は
95
・
２
％
で
し
た
。

ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
保

健
師
が
44
事
業
所
の
本
・
支
店
を
訪
問
し
、
被
保
険

者
２
，１
９
１
名
と
健
康
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
特

定
保
健
指
導
や
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
指
導
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
職
場
環
境
づ
く
り
な
ど
を
重
点

的
に
支
援
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
こ
の
結
果
、
令
和
元
年
度
の
収
支
決
算
は
、
収
入

54
億
８
千
６
百
万
円
、
支
出
54
億
１
千
万
円
、
収
支

差
引
額
は
７
千
５
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
年
度
末

の
決
算
処
分
後
の
法
定
準
備
金
は
14
億
５
千
３
百
万

円
、
別
途
積
立
金
は
25
億
６
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
勘
定

保
険
料
収
入
の
基
礎
と
な
る
第
２
号
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比
22
人
減
少
し
、
年
間
平
均
６
，９
２

０
人
、
年
間
平
均
標
準
報
酬
月
額
は
、
前
年
度
比
１
，

２
９
９
円
減
少
し
、
35
万
８
，５
８
３
円
、
年
間
総

標
準
賞
与
額
は
一
人
当
た
り
91
万
６
千
円
と
な
り
、

介
護
保
険
料
率
は
千
分
の
16
・
８
０
‰（
事
業
主
・

被
保
険
者
折
半
）と
し
ま
し
た
。

収
入
は
、
国
庫
補
助
金
が
５
百
73
万
円
交
付
さ
れ
、

前
年
度
比
54
万
円
増
の
５
億
９
百
万
円
、
支
出
と
し

て
、
介
護
納
付
金
４
億
９
千
９
百
万
円
を
納
付
し
ま

し
た
。
収
入
支
出
合
計
額
の
差
引
残
９
百
73
万
円
は

介
護
勘
定
準
備
金
に
繰
入
し
ま
し
た
。

決
算
の
お
知
ら
せ

６
月
10
日
の
第
１
０
４
回
組
合
会
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
決
算
と
事
業
報
告
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
決
算
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般勘定

☆一般勘定の収入支出決算残金� 75,674,291円 ☆一般勘定の決算残金処分　別途積立金� 75,410,355円

　　　　　　　　　　　　　財政調整事業繰越金� 263,936円

■介護勘定� （単位：千円）

収入 令和元年度 平成30年度 前年度比

介護保険収入 503,960� 502,715� 1,245

準備金繰入 0� 0� 0

国庫補助金、その他収入 5,748� 6,452� △�704

収入計 509,708� 509,167� 541

支出 令和元年度 平成30年度 前年度比

介護納付金 499,904� 486,012� 13,892

介護保険料還付金 69� 148� △�79

支出計 499,973� 486,160� 13,813

☆介護勘定の収入支出決算残金� 9,735,033円 ☆介護勘定の決算残金処分� 準備金　9,735,033円

54億86百万円

その他収入
・調整保険料
・財政調整事業交付金
・国庫補助金、雑収入
2億37百万円

保険料収入
52億49百万

（被保険者1人当たり46万円）

54億10百万円

その他支出 1億85百万円
保険料収入の54％ 保険料収入の42％

保健事業費 1億83百万円

決算残金
75百万円

保険給付費
28億37百万円

（被保険者1人当たり24万円）

前期高齢者納付金
10億13百万円

（1人当たり9万円）

後期高齢者支援金
11億92百万円

（1人当たり10万円）

収
入

支
出

令和元年度
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ご家族の健診はお済みですか？
当健保組合では被扶養者の方にも、健診費用の助成を行っています。

この機会に、奥さまやご両親に健診の受診をすすめてください。

対象
自己負担額

（健保補助額）
健診機関（数） 検査数 申込み方法

特定健診 40 歳以上
なし

（全額約 8,000 円）

・厚生連病院（6）
・契約医療機関（600）
・市区町村の住民健診

少  

　
　
　
　
　
　
　
多

自身で健診機関（または市区町村）
に電話予約する。
＊健保組合が発行する「受診券」が
必要

生活習慣病
予防健診

30 歳以上
5,000 円前後

（7,500 円）
・厚生連病院（6）

申込書を記入し、健保宛てに FAX
または郵送する。

人間ドック
40・44・47・
50・54・57・
60 歳

15,000 円前後
（27,000 円）

・厚生連病院（6）
・その他健診施設（10）

 詳細は、6 月に届いた健診案内をご覧ください 

お勤め先健診または全額自費で人間ドックを受ける場合（40歳以上限定）
「健診結果票（写）」を提出いただくと、QUOカード（2,000円分）を進呈します。ただし、健診内

容等に条件があります。詳細をご案内しますので、該当される方は、当健保組合までご連絡ください。

婦人科がん検診も一緒に受けましょう！
“２人に１人”が“がん”になる時代。がんは早期発見、早期治療によって治る可能性が高くなる病気で

す。子宮頸がん検診（20歳以上）、乳がん検診（30歳以上）に各2,000円の補助を行っています。早期発見

のために、ぜひご利用ください。

  ①オプション検査で  

「生活習慣病予防健診」または、「人間ドック」は、がん検診をオプションとして追加できます。補助金の

申請要らずで簡単です（一部受診できない病院もあります）。

  ②婦人科がん検診受診後の申請で  

婦人科がん検診受診後の申請により補助金が受け取れます。お近くの婦人科または乳腺外科で都合の良い

日に検診を受けましょう。なお、受診時には申請書が必要です。事前に健保組合ホームページより印刷し

てお使いください。

（注）保険証を使用した検査、市区町村が実施する婦人科検診は補助の対象外となります。

特定健診受診率が39.9％から45.0％にアップ！
ご家族の特定健診受診率は、前年度と比較して高くなったものの、いまだに半数以下です。昨年冬に被扶養

者の方に受診状況の調査をしたところ、下記のようなご意見をいただきました。

「自費で人間ドックを受けているため、特定健診を受ける予定はない」

➡健診結果票（写）を当健保組合に提出ください。提出いただくと、2,000円分のQUOカードを進呈し

ます。

「定期的に通院しているため、特定健診を受ける予定はない」

➡当健保組合では、加入者全体の健康状態を把握し、さまざまな健康づくりを実施したいと考えており

ます。特定健診は全額健保負担のため、無料で受けることができます。主治医にご相談のうえ、再度ご

検討ください。 

＊特定健診の「受診券」の申請や、お問い合わせはこちらから
　農協健康保険組合　健康推進課　
　TEL：029-232-2270　　メール：s-support@ib-kenpo.or.jp　　HP：https://www.ib-kenpo.or.jp/
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今年度より、健診結果が前年度より改善、またはよい状態を維持している場合、PepUp上

でポイントを付与します♪生活改善にチャレンジして、健康とポイントをゲットしましょう！

例えば、中性脂肪（令和元年）500㎎/dl（D判定）から（令和2年）100㎎/dl（A判定）に

改善した場合、50ポイント獲得できます！
＊ポイント内訳の詳細は下記をご覧ください。

項目 令和元年度 令和２年度 ポイント（P）内訳

健康年齢 実年齢－健康年齢 -0.1歳あたり5P（上限500P）

BMI

健診データなし A判定

100PA判定 A判定

C判定 A判定

収縮期/拡張期血圧
空腹時血糖/HbA1c

中性脂肪
HDL/LDLコレステロール

健診データなし A判定

50PA判定 A判定

B・C・D判定 A判定

C・D判定 B判定 30P

＊健康年齢とは、健診データと医療費の統計モデルをもとに開発された、健康状態の指標です。
＊健診結果の判定は、日本人間ドック学会が公表している数値をもとに設定しており、健診を受けられた医療機関の判定とは異なる

場合があります。
＊「健診結果改善チャレンジ」に参加するには、PepUpへの登録が必須となります。

健診結果改善に特定保健指導を利用しましょう
特定保健指導とは、メタボの予防・改善に向けて、保健師または栄養士から３カ月以上
の継続したサポートが受けられるプログラムです。対象者には案内がありますので、ご
利用ください。
それぞれの生活状況に合わせて、個別のサポートを受けられます♪

PepUpの機能について
  日々の記録  

「日々の記録」画面で、体重や血圧・食事・睡眠時間などが記録できます。数値を入力
するとグラフ化され、増減が確認しやすく自己管理に最適です。
また、体重を入力すると１日１ポイントが獲得できますので、毎日続けてみましょう。
  医療費のお知らせ（今夏スタート）  
ご自分の医療費が閲覧できます。また、ジェネリック医薬品に切り替えることで、いく
らお得になるか3カ月ごとに表示されます。

PepUpの登録がお済みでない方は  
ほかにもさまざまなイベントをPepUp上で開催予定ですので、早めの登録を
おススメします！２月に届いた「登録案内通知」をもとに、スマホ・PCから
登録しましょう。今なら初回登録で500ポイントをプレゼント中です。

　詳細は健保組合ホームページ上のPepUpをご覧ください。 

 

「健診結果改善チャレンジ」のお知らせ
健診結果を改善してポイントをゲットしよう！

＊登録案内通知を紛失された方は、右頁のお問い合わせ先までご連絡ください。

電話やメールで
アドバイス

最大950ポイント

登録案内通知
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